






































































































































る方法な何か，である CKnowles(1980)， pp. 1 ~ 12J。
これにたいしてアンドラゴジー・モデルの基本形式は「プロセスの設計」







とを結びつけることである CKnowleset al (1984)， p. 12J。
そしてアンドラゴジー・モデルは次の 7要素から構成されるプロセス・モ












































で，広く採用または適用されてきている CKnowleset al. (1984)， p. 19J と




















して適用できるということを発見したJCKnowles et al. (1984)， p. 417Jと




L 、かにして『人間的感触j](human thuch)を維持するか，と L、ぅ方法である。
アンドラゴジー・モデルのみが，今の時点で，この偉業を完成するためのガ
























































(op. cit. p. 40J。教育の状況に照らしてみると， I暖昧さはただちに明らか












自律性を生み出そうとするモデルのなかに現れる (op.cit. p. 43J。教える
援助または教授的モデルが，教育の自己管理のまだできない学習者に支持を
与えるということによって正当化される (op.cit. p. 40-1 J。ここにおい

















































CBrookfield(985) ， p. 15)。したがって， Iノールズの定義する自己主導性







































からである CMarsick(1987)， p. 2J。またノールズ自身は高い評価をしたが，
アンドラゴジーが職場学習において有効であるかどうかについての経験的証
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拠はほとんどない Cop.cit.， p. 16J という。
他面では，ノールズは，個人または組織が学習目標を選択するさいに根底
に存在する想定や価値を批判するところへは進まなかった CMarsick(1987) ， 
p. 16Jo Mezirowのいう学習の 3ドメイン，①手段的学習(instrumental
learning) ，②対話的学習 (dialogiclearning)，①自省的学習 (self-reflec-
tive learning)の区別 CMezirow(1985)， pp.18ー 2IJを使えば，ノールズの
プロセス・モデルは，主として仕事関連の手段的学習には有効であるかもし
れないが，その学習者は，上述の Brookfieldのいう，技術的に熟達した自
己主導的学習者 (technicallyskilled self-directed learner)に留まる CMar-




イムを学習することも必要なのである Cop.cit.， p. 4J。したがって， Mar-
sickはノールズのアンドラゴジーよりも「組織の新しい傾向によりよく適
合しているように見えるJ(上述の批判的自省的学習をふくむ)“actionlear-
ning" Cop. cit. p. 19Jを評価する。しかしながら，職場の条件は「このよう
な学習が起こるべきだとすれば，生産性が定義しなおされ，組織内の条件が


























(2) 人材・熟練形成の実態については，さしあたり小池編著 (986)，小池・猪木編 (987)
を参照されたい。
(3) アンドラゴジーの展開については， Knowles(980) ， pp. 40-43， M. S. Knowles et 
al. (984)， pp. 1-8，池田 (983)，堀 (989)を参照されたい。
(4) 池田秀男 (979)，pp.58-61，池田 (983)，pp.34-36，堀 (989)，pp. 229ー237，
木全 (985)，pp. 66，などを参照されたい。
(5) Knowles et al. (984)， pp. 12-5，なお木全 (985)の紹介が詳しい (pp.68-70)。






人間主義的心理学の影響，を挙げている (op.cit.， p. 45)。
(8) その一例として，ノールズのモデルにシステム分析を併用した AdultManager as 
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